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「インドの女性たちが立ち上がった」 
信じられない光景だった。 

国際婦人ＤＡＹで村中を行進するインド北部ウッタラカンド州の

女性たち（写真下）。この地域の女性たちは、大変貧しくカースト制

度や男女差別が生活を支配する。毎日家事や家畜の世話、農作業な

どの重労働を強いられ、自由な時間や家を出ることもほとんど許さ

れずジェンダーの重圧に悩んでいる。その女性たちが、胸を張り、

堂々と行進しているのだ。 

ＴＰＡＫは 2004 年から同州で JICA、現地ＮＧＯマムタととも

に衛生教育プロジェクトを実施してきた。その中で女性たちの置か

れているあまりに厳しい状況を知り、次世代を担う子ども達が健康

で希望を持った人生を送れるようＵＮＩＦＥＭとも協力して、

2007 年「女性人権センター」を開設。家から出られない女性たち

と思春期の女の子たちが集まり、自分たちの健康や人権について学

び、裁縫による職業訓練などを受けた。また地域の男性たちも巻き

込み、女性の安全な生活を支える活動を行ってきた。 

その結果、自信を持った女性たちは堂々と行進するまでになった

のである。しかし、まだ活動は始まったばかり、2008年4月より

ＪＩＣＡの協力で、この「思春期女性の自立支援プロジェクト」が

本格的に始動する。人権問題は大変デリケートで、特に男性の意識

を変えるには相当な時間が必要だ。しかし、どんな困難も諦めずに

草の根の活動を、今年も続けていく。     （文責：伊吾田） 
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上：インド北部ウッタラカンド州のムスリムの子ども達。ヒンズーより男女差別が厳しい。

中：裁縫を習い、初めての完成品をお披露目して恥ずかしそうな 2人。 

下：国際婦人ＤＡＹで村を行進する女性たち。その顔に希望が見えた。 


